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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

・当期の経営成績 

当第１四半期連結累計期間の連結売上高は7,729億円と前年同期に比べ625億円（8.8％）増加

しました。国内売上高はＯＥＭ売上の減少により2,473億円と前年同期に比べ87億円（3.4％）減

少しました。海外売上高はインドでの四輪車の売上増加等により5,256億円と前年同期に比べ712

億円（15.7%）増加しました。 

連結利益の面では、営業利益はインドでの増益等により552億円と前年同期に比べ43億円

（8.3％）の増加、経常利益は623億円と前年同期に比べ30億円（5.1％）の増加となりましたが、

親会社株主に帰属する四半期純利益は非支配株主に帰属する四半期純利益の控除が増加したこと

などにより317億円と前年同期に比べ58億円（15.5％）の減少となりました。 

＜セグメント別の業績＞ 

（二輪車） 

二輪車事業の売上高は北米、アジアでの売上減少等により609億円と前年同期に比べ47億円

（7.2％）減少しました。営業利益は前年同期の営業利益10億円から営業損失26億円となりまし

た。 

（四輪車） 

国内売上高は軽乗用車「アルト ラパン」の発売や、「ハスラー」、「スペーシア」などの燃

費改善など商品力を強化し拡販に努めてまいりましたが、ＯＥＭ売上の減少により、前年同期

を下回りました。海外売上高はインドやパキスタンでの増加等により前年同期を上回りました。

この結果、四輪車事業の売上高は6,919億円と前年同期に比べ629億円（10.0％）増加しました。

営業利益はインドでの増益等により536億円と前年同期に比べ63億円（13.2％）増加しました。 

（特機等） 

特機等事業の売上高は米国での船外機の売上増加等により201億円と前年同期に比べ43億円

（27.3％）増加しました。営業利益は42億円と前年同期に比べ16億円（63.8％）増加しました。 

＜所在地別の業績＞ 

（日本） 

売上高は日本を経由する三国間取引の拡大等により4,464億円と前年同期に比べ212億円

（5.0％）増加しました。営業利益は研究開発費、減価償却費の増加等により272億円と前年同

期に比べ66億円（19.7％）減少しました。 

（欧州） 

    売上高は新型コンパクトＳＵＶ「ビターラ」の販売貢献や日本を経由する三国間取引の拡大

等により1,347億円と前年同期に比べ209億円（18.4％）増加しました。営業利益は9億円と前年

同期に比べ4億円（64.3％）増加しました。 

（アジア） 

 売上高はインドネシアで減少したものの、インド、パキスタンでの四輪車の売上増加等によ

り3,677億円と前年同期に比べ737億円（25.1％）増加しました。営業利益はインドでの増益等

により291億円と前年同期に比べ140億円（93.2％）増加しました。 

（その他の地域） 

   売上高は北米での二輪車の売上減少等により385億円と前年同期に比べ11億円（2.7％）減少

しました。営業利益は5億円と前年同期に比べ2億円（32.1％）減少しました。 
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（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、総資産は3兆1,900億円（前期末比628億円減）、ま

た、負債の部は1兆4,461億円（前期末比1,053億円減）、純資産の部は1兆7,438億円（前期末比425

億円増）となりました。 

② キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは825億円の増加（前年同期は

294億円の資金増加）となり、投資活動では有価証券の取得など1,288億円の資金を使用（前年同期

は128億円の資金減少）しました結果、フリー・キャッシュ・フローは463億円のマイナス（前年同

期は166億円の資金増加）となりました。財務活動では短期借入金の返済等により946億円の資金が

減少（前年同期は17億円の資金減少）しました。 

その結果、現金及び現金同等物の当第１四半期連結会計期間末残高は7,934億円となり、前期末

に比べ1,389億円減少しました。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

連結業績予想につきましては、平成27年５月11日公表値から変更ありません。当社グループは

一丸となってあらゆる分野での改革に取り組み、以下の連結業績予想を達成すべく事業活動を展

開してまいります。 

（連結業績予想…第２四半期累計） 

  売    上    高 1兆5,000億円 （前年同期比 4.8%増） 

  営  業  利  益   910億円 （前年同期比 0.5%増） 

  経  常  利  益    980億円 （前年同期比 0.8%増） 

親会社株主に帰属

する四半期純利益
 550億円 （前年同期比 2.0%増） 

（連結業績予想…通期） 

  売    上    高 3兆1,000億円 （前期比 2.8%増） 

  営  業  利  益    1,900億円 （前期比 5.9%増） 

  経  常  利  益   2,000億円 （前期比 2.9%増） 
親会社株主に帰属

する当期純利益
 1,100億円 （前期比 13.6%増） 

  為 替 レ ー ト 1米ドル＝115円、1ユーロ＝125円、1インドルピー＝1.85円 

 100インドネシアルピア＝0.90円、1タイバーツ＝3.50円 

※連結業績予想については、現時点で入手可能な情報及び仮定に基づき算出したもので、リスクや不確実性

を含んでおり、当社としてその実現を約束する趣旨のものではありません。実際の業績は、様々な要因の

変化により大きく異なることがありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性が

ある要因には、主要市場における経済情勢及び需要の動向、為替相場の変動(主に米ドル／円相場、ユーロ

／円相場、インドルピー／円相場)などが含まれます。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を

乗じて計算しています。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

  会計方針の変更 

  （企業結合に関する会計基準等の適用） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会

計基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月

13日。以下「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第

７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基準」という。）等を、当第１四半期連結会計

期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰

余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更しました。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、

暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計

期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更します。加えて、四半期純利益等の表示の変

更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映

させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及

び連結財務諸表の組替えを行っています。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44

－５項（４）及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当

第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわたって適用しています。  

なお、当第１四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額はありません。 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

（セグメント情報等） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

(単位:百万円) 

報告セグメント 

二輪車 四輪車 特機等 計 

売上高 65,624 629,028 15,749 710,402 

セグメント利益 (注)１ 984 47,361 2,573 50,919 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

(単位:百万円) 

報告セグメント 

二輪車 四輪車 特機等 計 

売上高 60,880 691,930 20,043 772,853 

セグメント利益又は損失 (△) (注)１ △2,649 53,595 4,214 55,161 

(注) １ セグメント利益又は損失 (△)は、四半期連結損益計算書における営業利益です。 

２ 各セグメントの主要製品及びサ－ビスは以下のとおりです。 

セグメント 主 要 製 品 及 び サ ー ビ ス 

二 輪 車 二輪車、バギー 

四 輪 車 軽自動車、小型自動車、普通自動車 

特 機 等 船外機、雪上車用等エンジン、電動車両、住宅 
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（参考資料） 

参考情報として、所在地別の業績を以下のとおり開示します。 

 【所在地別の業績】 

前第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

(単位：百万円) 

日本 欧州 アジア 
その他 
の地域 

計 消去 連結 

売上高 

(1)外部顧客に対する 
売上高 

306,744 84,468 279,903 39,285 710,402  － 710,402 

(2)所在地間の内部売上高 

又は振替高 
118,467 29,309 14,054 298 162,129 △162,129 － 

計 425,211 113,778 293,958 39,583 872,532 △162,129 710,402 

営業利益 33,849 529 15,060 745 50,184 735 50,919 

当第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日） 

(単位：百万円) 

日本 欧州 アジア 
その他 
の地域 

計 消去 連結 

売上高 

(1)外部顧客に対する 
売上高 

306,958 82,859 344,635 38,400 772,853  － 772,853 

(2)所在地間の内部売上高 

又は振替高 
139,434 51,797 23,107 99 214,438 △214,438 － 

計 446,392 134,656 367,742 38,499 987,292 △214,438 772,853 

営業利益 27,169 869 29,095 505 57,640 △2,478 55,161 

 (注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。 

２ 日本以外の区分に属する主な国又は地域 

(1) 欧   州 ･･････ ハンガリー、ドイツ、英国、フランス 

 (2) ア ジ ア ･･････ インド、インドネシア、タイ、パキスタン 

(3) その他の地域 ･･････ 米国、オーストラリア、メキシコ、コロンビア 

３ 当社及び連結子会社の所在地を基礎として区分しています。 

- 11 - 



スズキ株式会社 （7269）平成28年３月期 第１四半期決算短信 

４．その他 

【連結売上高の内訳】 

（単位：数量 千台、金額 百万円） 

前第１四半期 
連結累計期間 

(26.4.1～26.6.30) 

当第１四半期 
連結累計期間 

(27.4.1～27.6.30) 
比較増減 

数量 金額 数量 金額 数量 金額 

国  内 15 5,557 13 4,997 △1 △559 

二 海  外 308 60,067 240 55,882 △67 △4,184 

欧 州 11 11,941 16 14,146 4 2,205 

輪 北 米 11 11,879 8 8,682 △3 △3,196 

アジア 236 25,622 169 23,143 △66 △2,478 

車 その他 48 10,624 45 9,909 △2 △715 

計 324 65,624 254 60,880 △69 △4,744 

国  内 210 246,140 168 237,889 △42 △8,250 

四 海  外 446 382,888 491 454,040 44 71,151 

欧 州 52 82,942 45 82,585 △7 △356 

輪 北 米 0 1,317 － 1,217 △0 △99 

アジア 347 250,734 395 312,510 48 61,775 

車 その他 46 47,894 50 57,726 4 9,832 

計 657 629,028 659 691,930 2 62,901 

国  内 － 4,286 － 4,345 － 59 

特 海  外 － 11,462 － 15,697 － 4,234 

欧 州 － 4,515 － 4,731 － 216 

機 北 米 － 4,826 － 7,698 － 2,871 

アジア － 562 － 1,044 － 482 

等 その他 － 1,558 － 2,222 － 664 

計 － 15,749 － 20,043 － 4,294 

国  内 255,983 247,233 △8,750 

合 海  外 454,418 525,620 71,201 

欧 州 99,398 101,464 2,065 

北 米 18,023 17,598 △424 

アジア 276,919 336,698 59,779 

計 その他 60,077 69,859 9,781 

計 710,402 772,853 62,451 

（注）外部顧客の所在地を基礎として区分しています。 
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